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２．快適で活気ある富山を考える地域づくりフォーラム
　「快適で活気ある富山を考える地域づくりフォーラム」は、
平成 22年 1月31日、やはり地域生活学研究会の主催で、
富山市のフォルツァ総曲輪にて開催された。開催趣旨につ
いては、「地域生活学研究」第 1号には以下のようにまと
めてある。
　「近年、日本各地で『地域づくり』についての議論がさ
かんにおこなわれています。議論でとりあげられるトピック
は、地域の産業振興などの経済的施策、福祉の充実や防災・
防犯などの安心や安全につながる方策、地域の景観や環
境の保全の方途、地域の伝統文化の保存や再活性化の考
案など、じつに多様です。
　『地域』は人間の生活空間で、人間の生活にはさまざま
な側面があるので、『地域』をより良いものにしようと考え
るときに、さまざまな観点からの議論が出てくるのは当然と
いえるでしょう。
　このように地域づくりにはさまざまな側面がありますが、
生活者の視点から考えれば、地域づくりとは、自分たちの
生活環境をより良いものに創り変えていこうとする『暮らし
づくり』に他なりません。そして、より良い暮らしとは、人
との交流の『活気』のある環境で自分にあった『快適』な
生活を送ることだと考えられます。生活の『快適』さと地
域の『活気』が両立する、いわば『快活』な生活の環境
の構築こそが、生活者の視点から見た『地域づくり』だと
言えるでしょう。
　このフォーラムでは、『快適で活気のある』地域づくりに
ついての将来像を参加者の間で考えていく試みをおこない
ました。フォーラムでは、まず、北陸地域を中心とした地
域づくりの様々な具体的な事例について、地域について考
究されている研究者や実践的な活動に携わっていらっしゃ
る方々、さらに、地域の観光化について調査をおこなった
学生に報告していただき、パネルディスカッションでは、報
告を触媒としながら、このフォーラムに参加した全員で、生
活者としての視点と立場から地域と暮らしのさまざまな側面
について議論をおこない、意見を交換しました。」
　フォーラムでは、まず早稲田大学教育・総合化学学術院
教授の宮口侗迪氏と、京都大学名誉教授で文化政策・ま
ちづくり大学院大学設立準備室長である池上惇氏からの基
調講演（講演タイトルは、それぞれ、宮口氏「変革の時
代の富山の地域づくり」、池上氏「現代の都市・農村の再
生と広域発展：文化資源を活かす “まちづくり”の実践例
を中止として」）を受け、「地域コミュニティの再生と再創造」
と「地域におけるヒトと情報の移動と循環」の２つのセッショ
ンで報告がおこなわれた。「地域コミュニティの再生と再創
造」セッションでは、福井県立大学学術教養センター長の
杉村和彦氏から「田舎学の構築─遊作の試み」、富山大学
人文学部准教授の大西宏治氏から「子どもたちが創るまち
─ミニ･ミュンヘンと未来ぽ～ろ」，富山大学人文学部４年
生の安田莉奈さんから「八尾のおわらの観光化」の３本の
報告があり、地域におけるヒトと情報の移動と循環」セッショ
ンでは、地域鉄道問題研究所代表の清水省吾氏から「地
方公共交通の再生─地域鉄道再生の潮流」、シクロシティ
株式会社の猪爪勇斗氏から「シクロシティ富山（自転車市
民共同利用システム）について」、富山大学人間発達科学
部教授の黒田卓氏から「ICTを用いた地域づくり─富山イ
ンターネット市民塾の取り組みから」の３本の報告があっ
た。そしてその後、竹内潔富山大学人文学部准教授の司
会で、地域生活学研究会のメンバー全員によるパネル･ディ
スカッションを行い、「快適で活気ある」地域づくりへの課
題について討議した。
おわりに
　上記の講演会と地域づくりフォーラムでの報告（説明資
料・参考論文など）と、地域生活学研究会メンバーによ
る個人的研究成果をまとめ、年度末に「地域生活学研究」
第１号として刊行した。
　なおこの地域生活学研究の試みは、「『地域生活学』の
研究拠点形成」という形で、平成 22年度も学長裁量経費
を得て、新たなメンバーも加えて継続している。
